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１．行動計画
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【現状と課題】

泡盛製造業は、沖縄の貴重な地場産業として、雇用の確保や地域経済の振興等に重要な
役割を果たしています。

しかし、沖縄県酒造組合、泡盛酒造所を始めとする泡盛製造業関係者による、琉球泡盛
の消費拡大に向けた取組にもかかわらず、近年、出荷数量が減少傾向にあるなど、厳しい
状況に置かれています。

一方で、平成30年には290万人の外国人が沖縄を訪れ、７年連続で過去最高となるなど、
海外における琉球泡盛の認知度向上を図るには、今追い風が吹いています。

こうした中で、平成30年4月、これまで、国、県、関係団体がそれぞれに支援してきた
琉球泡盛の輸出に向けた取組を官民一体となって推進促進するため、「琉球泡盛海外輸出
プロジェクト」を立ち上げました。

また、同年6月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2018」では、「琉球
泡盛の海外輸出プロジェクトなどを通じ、沖縄県産酒類の振興を促進する」こととされる
など、本プロジェクトは、沖縄の振興を図る上でも、大きな柱の一つとして位置付けられ
ています。
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【プロジェクトの取組】

「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」では、泡盛製造業関係者が自ら定めた「3年後に倍
増」計画（泡盛輸出数量を2020年に70キロリットル、2022年に100キロリットル）を実現す
るため、泡盛の輸出拡大への課題に取り組み、泡盛酒造所の海外輸出に向けた取組を官民
一体となって後押ししています。

その1年目となる2018年は、泡盛酒造所29社に対して、プロモーションや商談の実施な
どの支援を行いました。また、支援を国・地域別にみると、17の国・地域となっています。
（国内で実施するインバウンド向けの事業等を除く。）

その結果、2018年に琉球泡盛の海外輸出を行った酒造所は22社と、2017年の19社に比べ
て増加しています。

その一方で、総輸出量は、約31キロリットルと、2017年の29キロリットルと比べて約
６％の増加に止まっています。

本プロジェクトの目標である2020年の70キロリットルを達成するためには、今後２年間
で約2.3倍増と、取組の加速化が必要です。

そのためには、これまでの「訪日外国人に対する視点」と「海外市場に対する視点」に
「具体的な商流につなげるビジネスの視点」を加えた３つの視点で取組を進めていきます。
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①訪日外国人に対する視点

「本格焼酎・泡盛の輸出基本戦略」（平成28年3月日本酒造組合中央会）にあるように、
まずは沖縄を訪れる外国人観光客、特に中国本土を始めとするアジアからの観光客に琉球
泡盛の魅力を効果的に伝えることにより「泡盛ファン」を増やすとともに、沖縄県内でス
ムーズに琉球泡盛を「観光土産」として購入できるように、取組を進めていきます。

さらに、訪日外国人が帰国後に、現地で「泡盛ファン」（＝インフルエンサー）として、
琉球泡盛の普及につなげることができるように、現地での情報提供や、提供者・販売者へ
の支援に向けて取組を進めていきます。

②海外市場に対する視点

琉球泡盛は、ウオッカ、ジン、テキーラなどと並んで、世界的な「ハードリカー」とし
ての可能性が秘められています。琉球泡盛の北米、欧州の市場への浸透を図るために、
「テロワール」や、空手や琉球料理を始めとする沖縄の歴史や文化も含め、ターゲットを
絞ったプロモーションを進めることにより、琉球泡盛の認知度向上に向けた取組を進めて
いきます。

③具体的な商流につなげるビジネスの視点

琉球泡盛の海外での販路拡大に向けて、インポーターやディストリビューターなど輸出
入のノウハウ・販路を有する様々なビジネスセクターと泡盛事業者とのマッチングといっ
たビジネスサイドが主体となった取組を促進していきます。
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（１）情報発信の強化

・2018年度にリニューアルした泡盛百科において、各酒造所の紹介ＰＶを通じて、身近な
酒造所としての情報発信集約サイト及び多言語対応に取り組みます。また各酒造所の、
旬なイベント施策や新商品情報なども、閲覧できる集約サイトとして運営していきます。
（沖縄県酒造組合）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）

・情報発信については、国内外のイベント等の機会や、SNSなどを活用して行います。ま
た情報発信に際しては、国・地域による嗜好の違い等を踏まえ、効果的に行えるように
留意します。（内閣府知的財産戦略推進事務局）

・国税庁の施策のみならず、他のプロジェクト会員が実施する施策において、依頼に応じ
て酒造技術の専門家である鑑定官の講師派遣を行い、実施施策の目的に応じたレク
チャー等を行うことでその効果増大を図ります。（国税庁）

・クルーズ船や、空港国際線ターミナルなど多くの外国人と接触できる機会を捉えて態様
に応じたプロモーションを行い、泡盛の魅力を効果的に伝えることで、泡盛の需要を開
拓し、商流のきっかけを作ります。（国税庁、沖縄国税事務所）

・泡盛クイーンズサポーターの委嘱、インバウンドに対応した情報発信ツールの整備を行
い、それらをプロジェクト内外の施策を通して活用することで琉球泡盛の魅力を発信し
ます。（沖縄国税事務所）

・海外の酒類関連見本市・商談会への出品や、日本国内（特に沖縄）への海外メディア・
インフルエンサー等招へいの機会等を活用して、泡盛の海外情報発信を強化し、泡盛の
輸出促進を図ります。（（独）日本貿易振興機構）

【会員の取組】

プロジェクト会員は、３つの視点を踏まえながら相互に連携し、それぞれが以下の取組
を行います。
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（２）効果的な販路拡大・市場拡大

・泡盛百科内に構築したポータルサイト等を活用し、本プロジェクトに関する情報、支援
施策等について、一元的な情報発信を行います。（プロジェクト事務局）

・インバウンドの観光客や在沖外国人を主体とした国別客層ペルソナ調査分析結果を踏ま
え、各酒造所が効果的に活用できるよう情報を共有します。また調査分析 データの
「鮮度」を保つために、適時インバウンド調査等を実施します。（沖縄県酒造組合）

・各国のバイヤーが来場する国内の大型酒類展示見本市へ出展します。（沖縄県酒造組
合）

・沖縄国際物流ハブ活用推進事業、沖縄大交易会、海外事務所による現地サポートなど沖
縄県産業振興公社の有する中小企業支援メニューを活用し、泡盛酒造所の海外展開を支
援します。（（公財）沖縄県産業振興公社）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】

・米国・台湾での泡盛取扱業者への輸出とその業者と県内メーカーとの調整を行います。
（（株）沖縄県物産公社）

・本年前期中にパートナーとなりえる販売会社の発掘、契約締結し、米国西海岸（カリ
フォルニア州）を中心に販路を構築します。その後他州（ニューヨーク、フロリダ他）
への拡販を図ります。（（株）沖縄県物産公社）

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開、担保等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇してい
る貸付制度を設けており、資金需要がある泡盛製造業者の融資相談に対応します。（沖
縄振興開発金融公庫）
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・海外市場において、泡盛製造業者が主体となって、泡盛の輸出を促進するための「ブラ
ンド・イメージ」の在り方の検討、現地でのテスト・マーケティング等の事業を実施し
ます。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄県）

・沖縄発の世界ブランドである空手と泡盛の関係性を活用し、空手家を新たなターゲット
層とした市場拡大に取り組みます。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄県酒造
組合）

・沖縄総合事務局が有する支援メニューの活用、関係機関との連携を行い、欧米への販路
拡大を図る企業の取り組みを支援します。（内閣府沖縄総合事務局）

・沖縄県卸売酒販組合の会員に対して研修を実施し、泡盛の知識の向上を図るとともにイ
ンバウンドに対する商品説明能力の向上に取り組みます。（沖縄県卸売酒販組合連合会、
沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県酒造組合、沖縄国税事務所）

・沖縄県小売酒販組合の会員に対して研修を実施し、インバウンドに対する販売力の強化
に取り組みます。（沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県酒
造組合、沖縄国税事務所）

・輸出に積極的な泡盛事業者に対し、各国の酒類専門バイヤーに商品（琉球泡盛）を効果
的にＰＲできる国際的な酒類展示見本市への出展支援や海外への情報発信を行うととも
に、海外バイヤーとの輸出取引成立に向けた支援も行うことで販路拡大を図ります。
（国税庁）

・品質評価を通じて、泡盛酒造技術の発展及び品質の向上を図るとともに、その結果を国
内外の消費者に対して公表します。（沖縄国税事務所）

・輸出関心事業者の相談を受け、海外マーケット情報、規制・手続等に関する情報提供・
アドバイス、商談会等への出展支援等による輸出の成約に向けた取組を支援します。
（農林水産省、（独）日本貿易振興機構）

・泡盛業界の関心の特に高い国・地域等を対象に、セミナー等による情報提供や展示会・
商談会出品支援に取り組みつつ、特に個社支援を強化することで泡盛の着実な輸出増加
を図ります。（（独）日本貿易振興機構）
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・現状、多くの泡盛がタイ産米で製造されることを鑑み、タイと沖縄との架け橋となる泡
盛のタイでの販路拡大を図ります。具体的には、タイを対象としたイベントにおいて琉
球泡盛の試飲体験の提供やプロモーションのためのブースを設置します。（沖縄県）

（３）品質・技術の向上／人材の育成

・プロダクトアウト発想とマーケットイン発想、双方の視点を持つ人材育成を行い、タイ
ムリーな消費者ニーズを踏まえた商品提案が出来る人材を育成します。（沖縄県酒造組
合）

・沖縄県卸売酒販組合の会員に対して研修を実施し、泡盛の知識の向上を図るとともにイ
ンバウンドに対する商品説明能力の向上に取り組みます。（沖縄県卸売酒販組合連合会、
沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県酒造組合、沖縄国税事務所）【再掲】

・沖縄県小売酒販組合の会員に対して研修を実施し、インバウンドに対する販売力の強化
に取り組みます。（沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県酒
造組合、沖縄国税事務所）【再掲】

・品質評価を通じて、泡盛酒造技術の発展及び品質の向上を図るとともに、その結果を国
内外の消費者に対して公表します。（沖縄国税事務所）【再掲】

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開、担保等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇してい
る貸付制度を設けており、資金需要がある泡盛製造業者の融資相談に対応します。（沖
縄振興開発金融公庫）【再掲】
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（４）ブランド力の向上

・古酒のブランド力向上を図る施策として、県内飲食店を巻き込んで、古酒の日を皮切り
に９月を古酒月間（仮称）とし、誘客への導線作りが示せる施策を展開していきます。
（沖縄県酒造組合）

・首里城の銭蔵を活用することで、琉球泡盛の歴史・文化や存在価値・意義を踏まえて、
古酒ブランド力の向上に取り組みます。（沖縄県酒造組合）

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開、担保等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇してい
る貸付制度を設けており、資金需要がある泡盛製造業者の融資相談に対応します。（沖
縄振興開発金融公庫）【再掲】

・地理的表示（琉球）を活用したブランド力向上に取り組みます。（沖縄県酒造組合、沖
縄国税事務所）

・在外公館等において、会食、レセプション、文化事業等の機会を捉え、泡盛のPRを行い
ます。また、泡盛に特化した事業の企画・実施に取り組みます。（外務省）

・泡盛の国内外・老若男女への普及促進へ向け、ＰＲ、プロモーションなど他関係先・弊
社グループ各社との連携も含め、エアラインとしてのノウハウやツールを活用しつつ施
策の展開を図ります。（日本トランスオーシャン航空（株））

・琉球泡盛のブランド価値を高め、その魅力をPRするために、テロワール（地域に根ざし
た原料調達）を推進します。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄国税事務所、
沖縄県、ＪＡおきなわ、ＪＡ沖縄中央会、沖縄県酒造組合、農林水産省政策統括官、農
林水産技術会議事務局）

・海外における泡盛の認知度及びブランド力の向上を図ることを目的に、文化庁が認定し
ている日本遺産への登録を目指します。認定後は、歴史的、文化的な側面から日本遺産
としての泡盛の認知度向上を図る取組を進めます。（沖縄県）
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（５）輸出環境の整備

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海外
展開、担保等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇してい
る貸付制度を設けており、引き続き、資金需要がある泡盛製造業者の融資相談に対応し
ます。（沖縄振興開発金融公庫）【再掲】

・輸出の妨げとなっている各国・地域の関税・非関税障壁の削減・撤廃に向けて関係省庁
で連携して取り組みます。（外務省、国税庁）

（６）インバウンドとの連携

・クルーズ船内で、クルーズ客を対象とした「泡盛講座」を開催し、泡盛への理解増進と
泡盛の購入促進に取り組みます。（沖縄県酒造組合）

・県内の酒造所が一堂に集う「島酒フェスタ」と、各地域と各酒造所の繋がりを見出す酒
蔵ツーリズム（島酒ツーリズム）のコンテンツを充実し、島酒フェスタと地域との取り
組みが横断的に展開できる連携施策に取り組みます。（沖縄県酒造組合）

・海外プロモーション事業において、泡盛の情報発信、利活用の促進強化などを行います。
（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】

・沖縄県と沖縄県酒造組合が共催する泡盛振興推進部会及び関連するワーキング会議にお
いて、観光関連を含む関係団体とともに泡盛業界の取組への協力体制を構築します。
（沖縄県、沖縄県酒造組合）

・クルーズ船や、空港国際線ターミナルなど多くの外国人と接触できる機会を捉えて態様
に応じたプロモーションを行い、泡盛の魅力を効果的に伝えることで、泡盛の需要を開
拓し、商流のきっかけを作ります。（国税庁、沖縄国税事務所）【再掲】

・平成30年度事業の結果を踏まえ、訪日外国人旅行者にも分かりやすく泡盛の魅力を伝え
られるよう、多言語解説文の整備等を行うことで、訪日旅行中の外国人がより深く泡盛
の魅力について知る機会を創出します。（観光庁）



２．具体的な行動
• プロジェクト会員は、それぞれ「１．行動計画」に記載した内容を実現するため、

2020年まで、以下のとおり具体的な行動を実施します。
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（１）情報発信の強化
支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 消費者向け提案型
集約サイトを確立

【沖縄県酒造組
合】

泡盛百科の改修に
よりスマホ対応や、
多言語対応、また
各酒造の提供コン
テンツをまとめた、
消費者向けの提案
型集約サイトを確
立（日々更新）

既存のHPの改修や、
映像及び動画撮影
による、各酒造所
ごとのPVなどを制
作。

また、各酒造所の
旬な取り組みや施
策が情報発信でき
るようなメディア
としての活用も同
サイトで実施。

・全酒造所の特徴
を紹介するHPを制
作。また、インバ
ウンド観光客向け
に、わかりやすい
HPサイトの閲覧環
境を整備。

・各酒造所を紹介
する動的ページ
（PV)の多言語対応
を実施。

・島酒ツーリズム
推進に向け、地域
と酒造所のコンテ
ンツ充実を図る。

（例えば：泡盛×
食×文化⋇人×土地
柄など）

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 観光客に向けた情
報発信【（一財）
沖縄観光コンベン
ションビューロー、
沖縄県】

観光情報発信を目
的とする多言語パ
ンフレット、多言
語WEB、多言語
SNS等において泡
盛の紹介を行う。

9月4日古酒の日、
11月1日泡盛の日の
OCVBが運営する
SNSにおいて、英
語圏、フランス語
圏、ドイツ語圏を
対象に古酒や酒造
所パス等の紹介記
事を発信。

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部海外プ
ロモーション課
098-859-6127

11

2019年度の施策
を踏まえて訂正
作業を行いなが
らサイトコンテ
ンツのブラシュ
アップを図る。

沖縄の観光コンテンツの情報を発信す
る際に、泡盛の魅力等を特集すること

を検討



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

3 海外のイベント等
での情報発信
【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー、沖縄
県】

海外で実施する各種
イベント、旅行博覧
会、商談会、観光物
産連携事業、沖縄ナ
イト等において、泡
盛の紹介を行う。場
合によっては泡盛の
試飲も実施する。

沖縄ナイトIN台湾、
韓国、香港の会場
内で、沖縄県酒造
組合や、県内泡盛
メーカーの協力を
得て泡盛を提供。

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部海外プ
ロモーション課
098-859-6127

4 国のイベント等を
活用した情報発信

【内閣府知的財産
戦略推進事務局】

国内外で開催される
発信力の高いイベン
トを活用して琉球泡
盛の魅力を発信する。

クールジャパン官
民連携プラット
フォーム総会にお
ける、泡盛の女王
によるPR。

クールジャパン官
民連携プラット
フォーム総会をは
じめ、国内外で開
催されるイベント
等の機会を活用し、
情報発信を行う。

【内閣府】
知的財産戦略推進
事務局
03-3581-2549

5 インフルエンサー
等による情報発信

【内閣府知的財産
戦略推進事務局】

クールジャパンアン
バサダー等を活用し、
琉球泡盛の魅力（歴
史や文化、製造方法、
飲み方など）を広く
国内外に発信する。

11月1日の泡盛の日
に知財事務局
Facebookにてクー
ルジャパンアンバ
サダー等に向けて
広くに情報発信。

泡盛の日のみなら
ず、イベント等の
機会をとらえて情
報発信を行う。

【内閣府】
知的財産戦略推進
事務局
03-3581-2549

6 各種施策における
鑑定官の講師派遣
【国税庁】

国税庁施策のみなら
ず、他のプロジェク
ト会員が実施する施
策において、依頼に
応じて、酒造技術の
専門家である鑑定官
を講師派遣する。

シンガポール、香
港、タイの在外公
館等で開催された
琉球泡盛ＰＲ施策
に鑑定官を派遣し、
琉球泡盛の歴史や
製法などのレク
チャーを行った。

①在外公館のみな
らず、海外で開催
される施策の講師
派遣依頼に応じて
鑑定官を派遣する。

②酒造技術の専門
家として琉球泡盛
の歴史や製法等、
施策の目的に沿っ
たレクチャーを参
加者に対し実施す
る。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

内閣府が実施す
る国内外のイベ
ント等を活用し、
琉球泡盛の魅力

を発信

SNS等を通じて、
琉球泡盛の魅力
を国内外へ発信

12

海外イベント等における泡盛を紹介す
る情報発信、国によっては、旅行博や
沖縄ナイト等での試飲の機会の提供な

ど

各種施策のニー
ズに応じた琉球
泡盛のレク

チャー内容を検
討し、より琉球
泡盛の魅力が伝
わるようにする。



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 情報発信ツール
の整備と活用

【国税庁、沖縄
国税事務所】

ＰＲ動画の作成や
パンフレット等の
情報発信ツールを
整備し、各種ＰＲ
において活用する。

また、効果的なＰ
Ｒを継続的に実施
することで、泡盛
の認知度を向上さ
せ、輸出拡大に向
けた商流のきっか
けを作り出す。

アジアからのイ
ンバウンド向け
に多言語の「沖
縄酒蔵マップ」
等を作成。

次の①～④を連携して実
施することにより、泡盛
の国際的な認知度を向上
させ、商流のきっかけを
作る。

①空手などの泡盛のス
トーリーを盛り込んだＰ
Ｒ動画の作成やパンフ
レット等を多言語化する
など情報発信ツールを整
備し、各種施策での活用
を図る。また、他のプロ
ジェクト会員が実施する
施策においても必要に応
じて活用を図る。

②クルーズ船内にてシ
チュエーションに応じた
泡盛の多様な飲み方の提
案などのＰＲを行い、乗
客等の興味を引くことに
より、ＳＮＳ等による海
外への情報発信を促す。

③クルーズ船寄港地にて
試飲体験及び常設のPR
を実施し、購入機会を提
供することで消費の増大
を図る。

④空港国際線ターミナル
にて泡盛講座などの魅力
を伝えるイベントを実施
することで、外国人観光
客などに対して国際的な
認知度の向上を図る。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161
【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

13

泡盛に関する
情報発信ツー
ルを整備、活
用し、国際的
認知度を向上
させるＰＲを
継続的に実施

する



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

8 インフルエンサー
等による情報発信

【沖縄国税事務
所】

泡盛クイーンズサ
ポーターの活用及
び泡盛広報ツール
の多言語化等によ
り、泡盛の魅力を
発信する。

・歴代泡盛の女王
を「泡盛クイーン
ズサポーター」に
委嘱し、泡盛関連
イベントに派遣す
るなど、泡盛の魅
力を発信。

・アジアからのイ
ンバウンド向けに
多言語の「沖縄酒
蔵マップ」等を作
成。

・歴代泡盛の女王
を「泡盛クイーン
ズサポーター」に
委嘱し、泡盛の魅
力のスピーカーと
してプロジェクト
各種施策にて活用
する。

・泡盛クイーンズ
サポーターをプロ
ジェクト等泡盛関
連イベントにも派
遣し、泡盛普及効
果を向上させる。

・アジアをはじめ
とする海外からの
インバウンド向け
情報発信ツールを
作成し、プロジェ
クト各種施策等に
て活用する。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

14

情報発信ツール
の整備などを通
して、琉球泡盛
の魅力を発信



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

9 海外メディア等を
通じた泡盛情報の
海外発信

【（独）日本貿易
振興機構】

海外の酒類関連見
本市・商談会への
出品や、日本国内
（特に沖縄）への
海外メディア・イ
ンフルエンサー等
招へいの機会等を
活用して、泡盛の
海外情報発信を強
化し、泡盛の輸出
促進を図る。

①在外公館等と連
携し、海外で泡盛
プロモーションイ
ベントを開催。

②海外バイヤー等
の来訪時に泡盛情
報を積極的に紹
介・提供。

③泡盛を紹介する
英文レポートを作
成し、ウェブサイ
トに掲載。

①関係省庁・団体
等と連携し、海外
の酒類見本市や関
連イベント等で泡
盛の情報発信を推
進（アジア、欧米
等）。

②海外バイヤー等
の来訪時に泡盛情
報を積極的に紹
介・提供。

③インフルエン
サーを活用し、泡
盛情報の海外発信
を図る。

【（独）日本貿易
振興機構】

沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350

10 琉球泡盛海外輸出

プロジェクト・
ポータルサイトの
構築

【プロジェクト事
務局】

本プロジェクトに
関する情報、支援
施策等について、
一元的な情報発信
を行う。

・内閣府沖縄総合
事務局ウェブサイ
トにプロジェクト
関連情報を掲載。

・泡盛百科をリ
ニューアルし、同
サイト内にプロ
ジェクト・ポータ
ルサイトを開設。

・内閣府沖縄総合
事務局ウェブサイ
トにおいて、引き
続きプロジェクト
関連情報を掲載。

・プロジェクト・
ポータルサイトに
掲載する支援情報
の拡充。

【沖縄総合事務局
総務部】
098-866-0047

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

取組成果を踏ま
え、泡盛情報の
海外発信を改
善・強化。

15

随時情報更新



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 海外へアプローチ
するためのペルソ
ナ調査分析

【沖縄県酒造組
合】

海外顧客市場ニー
ズへの適切なマッ
チングを行うため
に、国別客層ペル
ソナ調査分析を実
施。泡盛業界での
共有のターゲット
別嗜好指標を作成
し、消費者のモチ
ベーションを促す
ための機会創出の
切り口を見出す。
また、上記調査を
踏まえた上で、海
外の方に好まれる、
食事のシーンに合
せた酒器などを含
む飲み方提案。

インバウンドの観
光客や在沖外国人
を主体として、国
別消費者の属性調
査分析を行い、3月
15日（金）に業界
向けに調査研究報
告会を実施した。
各国のアルコール
対する価値観やラ
イフスタイル、ま
た消費形態や情報
感度など、消費行
動の価値決定基準
を報告。

・諸外国ごとの消
費者像を提示した
うえで、各酒造所
ごとに海外展開施
策を図る。

・各酒造所の要望
や課題を抽出後に、
適時追加のペルソ
ナ調査を実施する。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 国内の大型酒類展
示見本市への出展

【沖縄県酒造組
合】

各国のバイヤーが
来場する国内での
大型酒類展示見本
市への出展。

日本酒造組合中央
会との連携で
「FOODEX 
JAPAN」への出店
をはじめ、県の再
興ＰＪとの連携に
よる「ﾂｰﾘｽﾞﾑ
expo」への出店を
行い、泡盛の普及
啓発を行った。

2019年同様、国内
の大型見本市に出
展を行い、泡盛の
需要開拓の接点を
促しながら、一方
で新しいアイディ
アのコアを見つけ
るように検討する。

【沖縄県酒造組合】
098-868-3727

（２）効果的な販路拡大・市場拡大

16

各酒造所で取り
組んだ実績をも
とに、想定した
ペルソナ結果の
誤差について、
随時定性・定量
調査を行い、仮
説の鮮度を保つ
ために、調査を
実施する。

2018、19年度の
取組における海
外バイヤーの来
場状況、商談の
成約状況等を分
析し、今後の需
要拡大に有効な
機会の検討



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

3 沖縄国際物流ハブ
活用推進事業

【（公財）沖縄県
産業振興公社・沖
縄県】

ANA航空貨物便の
就航地域を中心に、
アジア主要都市へ
の県産品の販路拡
大を目指す県内企
業に対して支援を
実施する。

①海外販路開拓支
援の一環として、
(1)見本市・物産展
等への渡航費用の
一部補助を実施。

②海外販路開拓支
援の一環として上
海輸入博覧会への
取り纏め出展。

①以下の項目につ
いて費用の一部補
助を行う。
(1)見本市・物産展
等への渡航費用
(2)海外バイヤー等
の招聘費用
(3)現地での販売促
進活動費用
(4)商品改良に関す
る費用など

（申請期間（予
定）：4月～2月）

②中国、台湾にお
ける見本市への県
内企業等による出
展を支援する

【（公財）沖縄県
産業振興公社】

海外・ビジネス支
援課
098-859-6238

4 沖縄大交易会

【（公財）沖縄県
産業振興公社・沖
縄県】

沖縄の地理的優位
性を活かした国際
物流貨物ネット
ワークの構築・更
なる拡大を図る目
的で、日本最大規
模の「食」をテー
マとした国際食品
商談会「沖縄大交
易会」を開催する。

沖縄大交易会の実
施を通じて、酒造
メーカーと海外バ
イヤーの商談を支
援。

沖縄の国際物流ハ
ブを活用して海外
への輸出促進を図
るサプライヤーを
日本全国から募集
する他、アジアを
中心とした国内外
のバイヤーを招聘
する。

（大交易会開催時
期：11月（昨年実
績））

（（サプライヤー
募集期間（予定）4
月～7月（昨年実
績））

【沖縄大交易会実
行委員会事務局
（沖縄県産業振興
公社内）】
098-851-7463

17

前年度の実績等
を踏まえ、
引き続き実施

前年度の実績等
を踏まえ、
引き続き開催



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

5 クルーズ船での泡
盛の活用促進
【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー、沖縄
県】

沖縄に寄港するク
ルーズ船社に対し
て、船内における
泡盛の活用を働き
かける。

船社側から物産の
取り扱い等の問い
合わせがあった際
に、関係する団体
や企業を紹介。
（沖縄県酒造組合
等）

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部海外プ
ロモーション課
098-859-6127

6 リゾートウエディ
ングでの泡盛の活
用促進【沖縄県】

国内外におけるリ
ゾートウエディン
グ等のプロモー
ションに併せて、
ウエディングに
あった泡盛商品の
情報発信する。

「沖縄リゾートウ
エディングフェア
in台湾」（10月27
日～10月28日開
催）において、沖
縄県酒造組合が製
作した琉球泡盛パ
ンフレットを会場
で配布。

【沖縄県】

文化観光スポーツ
部観光振興課
098-866-2764

7 【（株）沖縄県物
産公社】

米国での泡盛取扱
業者と県内メー
カーとの調整（輸
出手配、販促活動
等）

現地業者の要望を
基づき、広告、見
本市出展、試飲会
開催を検討する。
（西海岸中心）

販促活動の強化及
び得意先(小売・卸)
の開拓

【（株）沖縄県物
産公社】
海外ビジネス課
098-859-6325

8 【（株）沖縄県物
産公社】

台湾での泡盛取扱
業者と県内メー
カーとの調整（輸
出手配、販促活動
等）

販路拡大及び輸出
拡大に向けた商品
提案と販促活動の
強化

販売強化や認知度
向上のため、見本
市や物産展への参
加を検討。2018年
度取組の強化

【（株）沖縄県物
産公社】
海外ビジネス課
098-859-6325

18

現在のところ未定

（現地業者、メー
カーの意見ヒアリ
ングを検討）

30年度の取組を全米へ拡大

クルーズ船内において、寄港地の観光
案内や特産品を紹介する場を設けるこ
ともあることから、そのような機会に
泡盛の情報提供や船内のレストラン等

での活用を働きかける

リゾートウエディングのパーティー等
での泡盛の活用や、引き出物として、
ウエディングのイメージ（泡盛が入る
ガラス、デザイン等）に即した商品を
沖縄ならではの贈答品として情報発信



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

9 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付
制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

貸付先：泡盛を製
造する者

利率：設備 特別
利率、運転 基準
利率
貸付期間：設備20
年、運転7年
据置期間：設備・
運転とも2年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
250百万円

①４月～１月融資
実績：３社、１８
０百万円。

②公庫調査レポー
ト「泡盛メーカー
の現状と課題」を
踏まえて資金面か
ら支援。

①貸付制度の拡充
（※）により、海外
輸出に向けた取組
みを初期段階から
金利優遇で支援予
定。

※運転資金に係る特別利率
の対象事業を拡充。

（拡充前）
海外への販売強化事業のた
めの資金に限定。

（拡充後）
海外輸出取組の初期段階
（異業種連携の商品開発、
マーケティング等の共同化、
同業者や商社等と連携した
輸出等）の資金にも拡充。

【沖縄振興開発金
融公庫】

融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

10 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事
業）
【沖縄振興開発金
融公庫】

上記のうち、泡盛
古酒製成事業に係
るものは、
貸付期間：設備20
年、運転10年
据置期間：設備5年、
運転3年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
480百万円
と優遇。

①４月～１月融資
実績：１社、１５
０百万円。

【沖縄振興開発金
融公庫】

融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

11 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

泡盛製造業者につ
いては、不動産担
保に代わり、泡盛
の在庫を担保とし
て提供が可能。

①４月～１月融資
実績：なし。

【沖縄振興開発金
融公庫】

融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

19

各事業者の個
別の資金需要
に対応

各事業者の個別の資金需要に対応

各事業者の個別の資金需要に対応



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

12 沖縄酒類製造業の
自立経営促進事業

【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局・沖縄県】

海外への販路開拓
などに向けた先導
的・モデル的な事
業の実施を泡盛酒
造所に委託し、そ
の取組結果、ノウ
ハウ等を公表する
ことにより、泡盛
製造業全体として
海外展開の動きの
促進を図る。

①中国市場向けに、
白酒として認知さ
せるため、ブラン
ディング、PR、テ
ストマーケティン
グを実施。

②欧州ハードリ
カー市場向けに、
新しいハードリ
カーとして認知さ
えるため、ブラン
ディング、PR、テ
ストマーケティン
グを実施。

③泡盛のブランド
価値を高めるため、
県産長粒種米泡盛
を製造。

①中国市場向けに、
販売ネットワーク
の構築、流通面の
確保等を実施。

その他、韓国など
のアジア諸国に対
象を広げ、PR活動
等を実施。

②ハードリカー市
場向けに、イン
ポーターの開拓、
北米、ロシアなど
の新たな国・地域
のマーケットリ
サーチ等を実施。

③県産長粒種米泡
盛に加えて、食と
のマッチングを
ターゲットとした
PR活動等を実施。

①②③のほか、

世界の沖縄出身者
や空手家にター
ゲットを広げたプ
ロモーション事業、
ビジネス関係者と
の連携等を実施。

【内閣府】

沖縄振興局調査金
融担当参事官室
03-6257-1673

沖縄総合事務局総
務部
098-866-0047

20

取組成果を
踏まえ、モ
デル事業の
実施を検討



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

13 空手とのコラボに
よる市場拡大

【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局・沖縄県酒造組
合】

沖縄発の世界ブラ
ンドである空手と
泡盛の関係性を活
用し、空手家を新
たなターゲット層
とし、市場拡大を
検討する。空手関
係者との結節点を
見出し、関係構築
に努めるとともに、
新たなマーケティ
ング活動を行う。

・PR動画（沖縄空
手と琉球泡盛の関
係の視点）、フラ
イヤー、泡盛ミニ
ボトルを制作し、
「第1回沖縄空手国
際大会」（那覇）
において海外空手
家に対するPR事業
の実施

・海外空手家に対
する情報発信を強
化するため、琉球
泡盛の販路拡大の
視点から沖縄空手
の道場等を通して
主に外国人空手家
らの泡盛に対する
アプローチ（愛
飲・お土産等）に
焦点をあてたPR動
画を制作。

2018年度に制作し
たPR動画を引き続
きYouTube等を通
じて情報配信する
他、東京オリン
ピックを見据えた
海外空手家への販
路拡大を検討。

【内閣府】

沖縄振興局調査金
融担当参事官室
03-6257-1673

沖縄総合事務局総
務部
098-866-0047

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

21

オリンピックに
向けた

海外空手家への
普及

SNS等による情
報発信



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

14 泡盛海外展開支
援

【内閣府沖縄総
合事務局】

企業の海外展開を支
援する「沖縄国際ハ
ブクラスター事業」
の一環として、欧米
への展開を図る企業
4社の取組を支援す
るため、沖縄総合事
務局の有する支援メ
ニューの活用や、関
係機関等と連携し、
総合的な支援を行う。

・11月29日、30日
「泡盛海外展開事
業展～いいね！
AWAMORI～」
（沖縄大交易会併
催事）実施。
・2019年3月オラ
ンダ・デンマーク
におけるマーケ
ティング調査支援
を実施。

・事業進捗に応じ、
沖縄総合事務局の有
する支援メニュー等
の活用や、関係機関
等と連携し、マーケ
ティング調査、プロ
モーションを支援
（欧州、米国）

【内閣府沖縄総合
事務局】
経済産業部国際室
098-866-1740

15 海外の大型酒類
見本市への出展
支援
【国税庁】

各国の酒類専門バイ
ヤーが来場する国際
的な酒類展示見本市
への出展を支援する。

各国の酒類専門バ
イヤーが来場する
国際的な酒類展示
見本市への出展を
支援

①各国の酒類専門バ
イヤーが来場する国
際的な酒類展示見本
市において出展支援
や効果的なＰＲを行
う。

②出展支援に併せて、
各国の酒類専門バイ
ヤーとの輸出取引が
成立するよう効果的
な支援を行う。

③各種施策で入手し
た情報を分析・活用
することにより、効
率的なビジネスマッ
チングが行えるよう
支援する。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

海外バイヤーの
来場状況、商談
の成約状況等を
分析し、出展先

を検討

22

事業進捗に応じ、
マーケティング
調査、プロモー
ションを支援
（欧州、米国）



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

16 海外需要創出等支
援対策事業
【農林水産省】

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援する。

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援

（独）日本貿易振
興機構が行う泡盛
を含む輸出関心事
業者に対する海外
マーケット、規
制・手続に関する
情報提供・アドバ
イス、商談会等へ
の出展支援の取組
を農林水産省が支
援

【農林水産省】
輸出促進課
03-3502-3408

【（独）日本貿易
振興機構】

沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350

取組成果を検証
しつつ、支援の

実施

23



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

17 泡盛特化型輸出支
援パッケージ

【（独）日本貿易
振興機構】

泡盛業界の関心の
特に高い国・地域
等を対象に、セミ
ナー等による情報
提供や展示会・商
談会出品支援に取
り組みつつ、特に
専門家による個社
支援を強化するこ
とで泡盛の着実な
輸出増加を図る。

①泡盛輸出促進セ
ミナーを開催。

②泡盛酒造所と国
内輸出商社との
マッチング商談会
を開催。

③海外食品・酒類
バイヤー招へい時
に、泡盛関係企業
との商談会を開催。

④海外見本市に泡
盛関係企業の出品
を支援。

⑤海外各地におい
て泡盛試飲＆セミ
ナーなどプロモー
ション活動を実施。

①泡盛の輸出相
談・情報提供を実
施。

②泡盛輸出促進セ
ミナーを開催。

③海外食品・酒類
バイヤー招へい時
に、泡盛関係企業
との商談会を開催。

④海外での酒類関
連展示会・商談会
等（アジア、欧州
等）への泡盛関係
企業の出品支援。

⑤着実な輸出を図
るため、専門家や
海外コーディネー
ター、国内外事務
所等を活用して泡
盛関係企業の個社
支援を実施・強化。

【（独）日本貿易
振興機構】

沖縄貿易情報セン
ター
098-859-7002

農林水産・食品部
加工食品・酒類支
援課
03-3582-8350

取組成果を踏ま
え、泡盛の輸出
支援を改善・強

化。

24



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

18 沖縄で開催される
タイ・フェスティ
バルにおける泡盛
プロモーション
【沖縄県】

県内開催に向けて
調整を進めている
タイ・フェスティ
バルにおいて、タ
イ米で製造される
琉球泡盛を堪能し
てもらうことで、
タイをルーツとす
る琉球泡盛への関
心を高め、タイと
沖縄の架け橋とな
る泡盛の振興に繋
げていく。

イベントの開催に
向けた関係機関と
の調整

タイ・フェスティ
バル（タイと沖縄
の交流）における
琉球泡盛の試飲体
験の提供やプロ
モーションのため
のブース出展

【沖縄県】

商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337
※泡盛プロモー
ション

文化観光スポーツ
部観光振興課
098-866-2764
※イベント開催

25

2019年度の
取組状況等に
より検討



（３）品質・技術の向上／人材育成
支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 横断的かつ俯瞰性
を兼ねた中核人材
育成

【沖縄県酒造組
合】

プロダクトアウト
発想とマーケット
イン発想、双方の
視点を持つ人材育
成を行い、タイム
リーな消費者ニー
ズを踏まえた商品
提案が出来る中核
人材を育成。

内閣府の沖縄型産
業中核人材育成事
業を活用し、官能
能力の底上げと、
的確な商品開発力
の向上が図れるよ
うに人材育成を
行った。

2017,2018年度の事
業実施を踏まえ、
官能とマーケティ
ングによる人材育
成について、各酒
造所ごとに参加費
を捻出し、2019年
度より自走化し、
実施する。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 酒類卸売業者の泡
盛に関する知識の
向上
【沖縄県卸売酒販
組合連合会・沖縄
県小売酒販組合連
合会・沖縄県酒造
組合・沖縄国税事
務所】

沖縄県卸売酒販組
合の会員へ泡盛に
関する知識の向上
を図るための研修
を実施。

泡盛に関する基本
的な知識の向上及
びインバウンド向
けの販売力向上の
研修を実施。

研修を実施し、泡
盛に関する基本的
な知識や商品の説
明能力の向上を図
る。

【沖縄県卸売酒販組
合連合会】
090-1360-8745

3 訪日外国人に対す
る販売力強化
【沖縄県小売酒販
組合連合会・沖縄
県卸売酒販組合連
合会・沖縄県酒造
組合・沖縄国税事
務所】

沖縄県小売酒販組
合の会員へ訪日外
国人への販売力強
化を目的とした泡
盛に関する知識の
向上を図るための
研修を実施。

インバウンドに対
する接客や陳列方
法など泡盛の販売
力を強化する研修
を実施。

研修を実施し、イ
ンバウンドに対す
る接客や陳列方法
などを習得し、泡
盛の販売力を強化
する。

【沖縄県小売酒販組
合連合会】
098-943-8775

26

泡盛業界に

ついて課題を抽
出し、それに対
応できる人材育
成業を再度精査
していく

泡盛フレーバー
ホイール等を活
用した商品説明
能力の向上を目
的とした研修を
実施

泡盛の販売力を
強化し、訪日外
国人客の泡盛購
買意欲が高まる
ような売場環境
作りを目指す



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付
制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

5 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事
業）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

6 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

7 泡盛鑑評会におけ
る品質評価の実施
及び結果公表

【沖縄国税事務
所】

品質評価を通じて、
泡盛酒造技術の発
展及び品質向上を
図るとともに、そ
の結果を国内外の
消費者に対して公
表する。

国税職員や学識経
験者などの専門家
のほか、外国人審
査員も交えて品質
評価を実施。

その結果は日本語
のほか、英語及び
中国語でも公表。

国税職員や学識経
験者などの専門家
のほか、外国人審
査員も交えて品質
評価を実施する。

その結果は日本語
のほか、英語及び
中国語でも公表す
る。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

27

表彰式や結果
公表などの実
施方法につい
て検討しつつ、
継続して実施



（４）ブランド力の向上

支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 沖縄県産泡盛の地
理的表示「琉球」
の活用促進

【沖縄県酒造組
合・沖縄国税事務
所】

GI「琉球」の事業
者における活用、
及び消費者向けPR
活動を実施する。

・日EU・EPA交渉
におけるGI「琉
球」保護の合意、
平成30年２月の指
定内容見直しなど
を契機とする周知
啓発イベントを実
施。

・泡盛百科におい
て地理的表示の説
明ページを設け、
周知。

・引き続き泡盛百
科での地理的表示
の周知を図る。

・酒造組合が行う、
催事を始め、様々
な発信業務におい
て、地理的表示の
周知・促進を図る。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601

2 「古酒の郷」を古
酒ブランド発信基
地として活用
【沖縄県酒造組
合】

各酒造所の原酒を
ブレンド貯蔵した
「古酒の郷」を古
酒のランドマーク
として、古酒全体
のブランドイメー
ジを向上する。

古酒の郷の貯蔵ブ
レンド商品化に伴
う、市場調査と商
品及びネーミン
グ・パッケージ制
作などを企画・実
施。

古酒の日を皮切り
に、古酒の日月

間（仮称）を沖縄
全域対象に飲食店
及び業務店の協力
のもと販促施策を
展開。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

3 首里城による琉球
泡盛の歴史的価値
に伴うブランド訴
求活用

【沖縄県酒造組
合】

観光名所である首
里城銭蔵を活用す
ることで、琉球泡
盛の歴史や文化、
またその存在価値
や意義を踏まえて、
古酒ブランディン
グ力の向上を促す。

11/1の泡盛の日を
皮切りに、琉球王
国の当時を彷彿さ
せるイベントを開
催。ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光
客へ泡盛の歴史説
明や試飲体験など
を実施。

沖縄観光のランド
マークである、首
里城での泡盛プロ
モーションを実施
し泡盛体験機会や
泡盛への、理解促
進を図る。

【沖縄県酒造組
合】
098‐868-3727
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更なる古酒の啓蒙
を促すために、
様々な施策と掛け
合わせた体験企画
を立案していく

首里城公園の
協力のもと、

銭蔵での年間通
じた常設の販促
施策が展開でき
るよう企画立案
を図る。

2018、2019年度の
取組を踏まえ、催
事、HP等で引き
続き地理的表示の
周知啓発を図る。



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 【（株）沖縄県物
産公社】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

5 【（株）沖縄県物
産公社】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

6 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付
制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

7 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事
業）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

8 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

9 琉球泡盛のPR
【外務省】

各国・地域の在外
公館等にて、会食、
レセプション、文
化事業等の機会を
活用し、任国要人
や現地バイヤー等
に、泡盛のPR及び
売り込みを実施。

• 全在外公館に対し、
本プロジェクトの
立ち上げについて
情報共有するとと
もに、各館にて積
極的に泡盛に特化
したPR事業等を実
施するよう指示。

• 特に、泡盛の海外
輸出先としてポテ
ンシャルの高い地
域（バンコク、上
海、香港、サンフ
ランシスコ、ホノ
ルル、ロサンゼル
ス等）において現
地政府要人、バイ
ヤー・飲食業関係
者、メディア等を
対象とした各種PR
事業を実施。

2018年度に実施し
たPR事業の効果・
問題点等を踏まえ，
在外公館等での泡
盛PR事業をより効
果的に実施する。

【外務省】
経済局官民連携推
進室
03‐5501‐8336

10 琉球泡盛のPR
【日本トランス
オーシャン航空
（株）】

泡盛の国内外・老
若男女への普及促
進へ向け、PR, プロ
モーションなど他
関係先・弊社グ
ループ各社との連
携も含め、エアラ
インとしてのノウ
ハウやツールを活
用しつつ施策の展
開を図る。

・「國酒・琉球泡盛
応援プロジェクト」
組成

・「泡盛グランプ
リ」開催

・沖縄高専銘柄「香
仙」とのコラボ企画
および機内販売

・海外アンテナ
ショップ(パリ）での
沖縄フェア開催によ
る泡盛の販路及び認
知度拡大策

・東京五輪前年と
いうタイミングを
生かしたスポーツ
（空手）とのコラ
ボによる普及促進。

・同様にスポーツ
ツーリズムとのコ
ラボによるインバ
ウンド誘致型によ
る普及促進及び海
外におけるプロ
モーション。

・五輪イヤーとい
うタイミングを生
かしたスポーツ
（空手）とのコラ
ボによる普及促進。

・同様にスポーツ
ツーリズムとのコ
ラボによるインバ
ウンド誘致型によ
る普及促進及び海
外におけるプロ
モーション。

【日本トランス
オーシャン航空
（株）企業価値推
進部】
098-857-3198

各地のグッドプ
ラクティスを横
展開し、効果的
なPRを促進
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

11 琉球泡盛テロワー
ルプロジェクトの
推進

【内閣府沖縄振興
局・沖縄総合事務
局、沖縄国税事務
所、沖縄県、ＪＡ
おきなわ、ＪＡ沖
縄中央会、沖縄県
酒造組合、農林水
産省政策統括官・
農林水産技術会議
事務局】

琉球泡盛のブラ
ンド価値を高め、
その魅力をPRする
ためには、テロ
ワール（地域に根
ざした原料調達）
が重要。

このため、泡盛
製造業者と生産者
のマッチングによ
り、県産長粒種米
を使用した泡盛製
造を推進。

泡盛製造業者、
米の生産地の市町
村及び関係団体に
向け、テロワール
のメリットについ
て説明会を開催。

沖縄総合事務局
を中心にプロジェ
クト推進チームを
設置し、泡盛製造
業者の需要の把握、
生産者を対象とし
た説明会を開催。

泡盛製造業者の需
要を把握するとと
もに、長粒種米の
生産に取り組む米
生産者とのマッチ
ングを推進し、
2019年の二期作か
ら長粒種米の生産
者での生産を開始。

【内閣府沖縄振興
局】振興第二担当
03-6257-1668

【沖縄総合事務
局】農林水産部生
産振興課098-866-
1653

12 琉球泡盛の日本遺
産への登録
【沖縄県】

海外における泡盛
の認知度及びブラ
ンド力の向上を図
ることを目的に、

文化庁が認定して
いる日本遺産への
登録を目指す。

日本遺産登録に向
けた関係機関との
調整及び申請手続

申請内容

「琉球王国時代か
ら連綿と続く沖縄
の伝統的な「琉球
料理」と「泡盛」、
そして「芸能」～
「守礼の心」が育
んだ食文化～

申請中

※2019年5月
日本遺産認定の発
表

【沖縄県】

商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337
※泡盛関係

文化観光スポーツ
部文化振興課
098-866-2768
※琉球料理、芸能
関係
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2019年度の
取組状況等に
より検討

2019年度の取組
結果を踏まえ、
泡盛製造業者の
需要や米生産地
の状況に応じて、
県産長粒種米を
使用したテロ
ワールをさらに

推進



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（特産品振興貸付
制度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

2 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛古酒製成事
業）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

3 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（泡盛在庫担保制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】（再掲）

※再掲のため省略

「（２）効果的な
販路拡大・市場拡
大」を参照

（５）輸出環境の整備
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支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 沖縄振興開発金融
公庫貸付制度
（海外展開貸付制
度）
【沖縄振興開発金
融公庫】

貸付先：海外展開
事業を行う者

利率：基準利率～
特別利率
貸付期間：設備20
年、運転7年
据置期間：設備・
運転とも2年
貸付限度額：設備
720百万円、運転
250百万円

①４月～１月融資
実績：なし。

【沖縄振興開発金
融公庫】

融資第二部中小企
業第一班
098-941-1785

5 関税引き下げに向
けた交渉

【外務省、国税
庁】

各国・地域との協
議や経済連携協定
交渉を通じて、関
税の引き下げに係
る働きかけを実施。

各種経済連携協定
交渉等を通じて，
関税の引き下げに
係る働きかけを実
施。

【外務省】
経済連携課
03-5501-8341

中国・モンゴル第
二課
03-5501-8439

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

6 米国における蒸留
酒の容器・容量規
制の緩和
【国税庁】

米国における蒸留
酒の容器・容量規
制の緩和によって、
国内では一般的な
４合瓶等の流通を
可能とする。

引き続き、緩和の
実現に向けた働き
かけを継続。

※米国政府ホーム
ページに、規制の
改正を検討してい
る旨公表されてい
る。

【国税庁酒税課】
03-3581-4161

各種経済連携協定交渉、日台貿易経済
会議等を通じた関税引き下げの働きか
けを継続

引き続き様々な機会を捉えて、規制緩
和を働きかける
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各事業者の個別の資金需要に対応



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

7 海外販路拡大に向
けた支援窓口への
誘導

【沖縄国税事務所、
（独）日本貿易振
興機構】

輸出に当たり、泡
盛事業者へ輸出支
援窓口である
（独）日本貿易振
興機構への誘導を
行い、輸出の活性
化を図る。

沖縄県酒造組合を
通じて泡盛製造者
に対して（独）日
本貿易振興機構を
紹介し、輸出支援
窓口の活用を促し
た。

引き続き、沖縄県
酒造組合を通じて、
（独）日本貿易振
興機構との輸出相
談の活発化を促す
とともに、泡盛事
業者からの輸出に
係る相談に応じて
（独）日本貿易振
興機構の窓口へ案
内し、輸出に有効
な情報の入手を支
援することで輸出
の活性化を図り、
商流へ繋げるきっ
かけとする。

【沖縄国税事務所
間税課】
098-867-3601
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輸出に係る
相談に応じ
て（独）日
本貿易振興
機構窓口へ
の案内を継
続的に行う。



（６）インバウンドとの連携

支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

1 クルーズ船内での
包括的プロモー
ション
【沖縄県酒造組
合】

クルーズ船内で、
クルーズ客を対象
とした「泡盛講
座」を開催し、泡
盛への理解増進を
図るとともに、泡
盛の観光土産とし
ての購入促進を図
る。

ｹﾞﾝﾃｨﾝ香港の「ﾜｰﾙ
ﾄﾞﾄﾞﾘｰﾑ」船内でﾌﾟﾛ
ﾓｰｼｮﾝを実施。泡盛
の試飲会や、泡盛ﾚｸ
ﾁｬｰなどを数回開催
し、泡盛の歴史的・
文化的な説明ととも
に、泡盛ｶｸﾃﾙなどの
提供も行い、泡盛の
購入機会の充実を
図った。

大型クルーズ船内
でゲストを対象に
「泡盛講座」や
「泡盛の試飲及び
即売会」「コース
料理と泡盛のマリ
アージュ」などの
船内プロモーショ
ンを展開する。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

2 地域性を兼ねた包
括的酒蔵ツーリズ
ムの展開

【沖縄県酒造組
合】

県内酒造所が一堂
に集結する「島酒
フェスタ」で、観
光客を対象に、地
域DMOとの連携施
策を図った包括的
な酒蔵ツーリズム
に取り組む。

地域と酒造所を簡
易的に取り上げた

「島酒ツーリズ
ム」のパンフレッ
ト作成を行い、地
域と酒造所の親和
性や結びつきを見
出すことを発信し
てきた。

沖縄県内６エリア
ごとの酒蔵ツーリ
ズム企画を展開し、
地域と酒造所の組
合せで、旅行会社
などとの施策連携
をしながら、地域
ごとの島酒ツーリ
ズムを展開してい
く。

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

3 海外航空会等への
酒造所PR【（一
財）沖縄観光コン
ベンションビュー
ロー】

海外から沖縄に招
聘する航空会社、
旅行社、メディア
関係者等に酒造所
を視察してもらう。

ヨーロッパ圏から
の旅行社及びメ
ディア招聘の際の
行程内に、県内酒
造所見学実施。

【（一財）沖縄観
光コンベンション
ビューロー】
誘客事業部海外プ
ロモーション課
098-859-6127
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船内プロモー
ションと若狭
バース等での受
入プロモーショ
ンとの連携が図
れる施策を展開
していく。

地域の産業や文
化、また地域振
興を考慮した上
での酒造所のあ
り方を踏まえた、
ツーリズムのあ
り方を検討。

インバウンド観光の魅力として、酒造
所等の紹介による機内誌やメディア媒
体での記事掲載を働きかけることを検

討



支援メニュー
【団体名】

概要 2018年度 2019年度 2020年度 問い合わせ先

4 泡盛振興推進部会

・海外販路開拓Ｗ
Ｔ

【沖縄県、沖縄県
酒造組合】

外国人観光客を中
心とした海外にお
ける泡盛の売り方、
見せ方、飲み方の
提案等や現状の課
題等について、構
成団体と意見交換
を行うとともに、
泡盛業界内で情報
共有を行う。

平成30年８月２日
に、①琉球泡盛海
外輸出プロジェク
トとの連携、②酒
造組合の取組につ
いて、意見交換を
実施した。その結
果、酒造組合によ
る海外出荷増に向
けた調査分析【取
組No.(2)-1】の取組
の推進に繋がった。

当該テーマについ
て、現状の取組の
確認等を行い、関
係団体と意見交換
を行うとともに、
泡盛業界内で情報
共有を行う。

【沖縄県】

商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

5 泡盛振興推進部会

・クルーズ船関連
ＷＴ

【沖縄県、沖縄県
酒造組合】

増加する海外から
のクルーズ船での
泡盛普及促進や入
港後の酒蔵ツーリ
ズムへの誘導等に
ついて、構成団体
と意見交換を行う
とともに、泡盛業
界内で情報共有を
行う。

平成30年８月２日
に、①琉球泡盛海
外輸出プロジェク
トとの連携、②酒
造組合の取組につ
いて、意見交換を
実施した。その結
果、酒造組合によ
るクルーズ船内で
の泡盛プロモー
ション【取組
No.(6)-1】の実施に
繋がった。

当該テーマについ
て、現状の取組の
確認等を行い、関
係団体と意見交換
を行うとともに、
泡盛業界内で情報
共有を行う。

【沖縄県】

商工労働部ものづ
くり振興課
098-866-2337

【沖縄県酒造組
合】
098-868-3727

6 訪日外国人による
酒蔵訪問の受入体
制整備
【観光庁】

訪日外国人旅行者
の泡盛の酒蔵にお
ける滞在満足度向
上を目的に、受入
環境整備や滞在型
コンテンツの検討
等を行うことで、
酒蔵ツーリズムの
一層の推進を図る。

応対マニュアル作
成や通訳案内士等
への講習会を通じ、
酒蔵の外国人受入
の準備を進めた他、

訪日外国人向けモ
ニターツアーを実
施し、酒蔵案内時
の課題を抽出した。

2018年度の事業結
果を踏まえ、酒造
団体等と連携し、
各地の泡盛に関す
る分かりやすい解
説文の整備を実施
予定。

【観光庁】
観光資源課
03-5253-8924
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泡盛に関する酒
蔵ツーリズム振
興策を検討

2019年度の
取組状況等に
より検討

2019年度の
取組状況等に
より検討



（参考）泡盛酒造所の具体的な行動

• 「3年後に倍増」計画を実現するため、泡盛酒造所は、2020年まで、それぞれ以下のとお
り具体的な行動を行います。
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事業名 概要 2018年度 2019年度 2020年度

中国市場への展開 中国市場での泡盛出荷
拡大を図るべく、商社
が中国に設置する沖縄
の特産品を取り扱う
ショールーム（沖縄
館）にブースを設置。
販売員による試飲・商
品の説明を行い、泡盛
の購入と卸取引の商談
も常時実施。

中国市場に向けて、高
アルコール度数での展
開を実施と、あわせて
インバウンドに向けて
の取り組みも実施。

中国市場向けに、琉球
泡盛と琉球もろみ酢を
セットにしたPRを実
施。

アジア市場への展開 外国人観光客が自国に
帰ってからも売り上げ
に繋がるようなシステ
ム作り

県内企業と現地営業を
展開

韓国を中心とした輸出
がスタート。現地国で
の展示会出展の強化を
始め、同行営業に力を
入れている。

特に中国にはリキュー
ルを中心に輸出が広
がっている。

中国：王国貢酒
を継続的に展開。

台湾：現地企業
とのPB製品開発
を提案。

2019年度の施策
実施先を重点的
に、継続した取
引を現地イン
ポーターと深耕
していく。

中国：琉球もろみ酢（PB)を普及しながら、
泡盛との繋がりを広げていく。
専用資材や包装などを要検討していく。

中国に続いて、
マレーシアやシ
ンガポールでの
リキュールの輸
出を広げていく

韓国を中心に、台湾や中国、タイなどへ、
展示会出展の強化を図っていく。また現地
インポーターとロ―ラー営業を続けていく。

リキュールをアジ
アを中心に、ヨー
ロッパへの輸出拡
大を図っていく
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事業名 概要 2018年度 2019年度 2020年度

欧米市場への泡盛の展
開

欧米市場への、ハード
リカーとしての泡盛の
展開を図るべく、ボト
ル等の制作、プロモー
ション、情報発信の強
化を行う。

オリジナルボトルを製
作し、アイスランドを
中心に輸出を展開。

アイスランドでカクテ
ルコンペを開催し、泡
盛セミナーも実施。ベ
ルギーなどでも泡盛セ
ミナーを開催した。

泡盛カクテルレシピ開
発及びレストラン展開

北米市場での泡盛出荷
拡大、図るべく北米の
バーテンダーに依頼し
て泡盛ベースのカクテ
ルを作成。現在3店舗
でメニュー掲載。イベ
ント開催、レストラン
内での泡盛（沖縄）セ
ミナーを通じて
AWAMORIを飲酒シー
ンに入れ込む。

北米地区に展示会参加。
北米再大手問屋との業
務調整を実施。

樽貯蔵リキュールを北
米へ輸出がスタート

ロンドン、ベル
リンへの展示会
に出展。

ヨーロッパでは
泡盛セミナーの
開催。

アメリカでの展示
会をはじめ、泡盛
セミナーの開催を
実施。

ラスベガスホテル
とのコラボ。

レストラン特化型
のプロモ実施。

インフルエンサー
の開拓。

北米地区への泡
盛認定プログラ
ムの導入。

北米地区へ県産
米使用泡盛のの
流通

樽貯蔵リキュールについて、北米市場を中心
に、香港のやインドネシアなどへの展示会に
拡げていく


